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環境報告書2000

地球への思いやり
次世代に伝えるわたしたちの優しさ
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横河電機株式会社（Yokogawa Electric Corporation）�

大正4年（1915年）9月1日�

大正9年（1920年）12月1日�

代表取締役社長　内田　勲�

2000年3月現在�

1999年度�

2000年3月現在�

東京都武蔵野市中町2丁目9番地32号�

プロセス用計測機器・制御装置、電気計器、測定器、航空・宇宙機器、分析機器、記録計、LSIテスター、�

電源ユニット、医療画像情報処理システムの開発、設計、製造、販売およびサービス�

商 号�

創 業�

創 立�

代 表 者�

資 本 金�

売 上 高�

従 業 員 数�

本 社�

主な事 業 内 容�

■会社概要�

単独 ： 323億600万円�

単独 ：1,728億円　グループ連結 ： 3,134億円�

単独 ： 5,952人　  グループ人員 ： 約19,000人�

�

■データ範囲�

本報告書に掲載されたデータの範囲は、下記のISO 14001認証取得済みの9サイトです。�

対象期間は1999年度です。�

＊横河電機（株）本社工場、甲府事業所の人数は、サイト内関連会社人員を含みます。�

　　　　　サイト�

横河電機（株）�

本社工場�

横河電機（株）甲府事業所�

横河ファインテック（株）�

横河フローテック（株）�

国際チャート（株）�

横河Ｍ＆C（株）�

横河エレクトロニクス（株）�

横河プレシジョン（株）�

横河レンタ・リース（株）�

機能�

本社機能、研究・開発、設計、�

製造、販売、サービス�

設計、製造�

設計、製造、販売�

製造�

設計、製造、販売�

設計、製造、販売�

製造�

設計、製造、販売�

レンタル・リース業�

人数�

5,305��

998�

385�

133�

258�

359�

361�

395�

579

事業内容（主製品）�

プロセス用計測機器・制御装置、分析機器、�

情報機器、航空・宇宙機器、LSIテスター、電源�

測定器、伝送器、記録計、分析機器�

板金、表面処理、モールド、金型、生産設備�

各種流量計、検出器・伝送器�

記録紙、ペン、円形記録計�

測定機器、計装制御機器、省エネ製品�

電源ユニット、工業計器、各種電子機器�

教材提示機器、DDモーター、レーザー測長器�

計測・情報機器のレンタル、受託校正、受託計測�

�



YOKOGAWAグループの地球環境保全活動は12年目を迎えました。特に、1995年を

スタートに、ISO 14001認証取得を視野に入れた各種の保全活動が実り、現在、

本社と甲府の主力工場はもとより、国内関連会社で9社が、また海外関連会社

で4社が、認証を取得しています。これも、環境保全に真剣に取り組んでいる

多くの会社から貴重なアドバイスをいただいたこと、認証機関から適切なご指

導をいただいたこと、そして、何よりもグループの全社員が、“環境保全を意

識して”事業を展開しようという強い意志があったことによるものです。

今年一月、YOKOGAWAグループは21世紀に向けて新しい長期経営構想VISION-21

を策定しました。VISION-21でグループの進むべき方向を四つ定めましたが、

その一つが、“21世紀の地球環境保全や資源循環型社会を初めとする豊かな人

間社会の実現に貢献する”という誓いです。先のことですので、この報告書に

は記せませんが、例えば、この誓いをゼロ・エミッションというテーマでみる

と、「2002年度までに、埋立廃棄物をゼロにする」と計画しています。

ここ一年間のYOKOGAWAグループの活動を報告書の形にまとめ、その内容をこの

冊子で公開します。是非、ご一覧いただき、YOKOGAWAグループの決意と取り

組みの成果をご確認いただきたく、お願い申しあげます。合わせて、この報告書

への皆様のご意見をお寄せいただければ幸いです。

幸い、YOKOGAWAグループには“YOKOGAWA人はよき市民であり、勇気をもった開

拓者であれ”という企業理念があります。引き続き皆様のご指導を得て、全社

員が“会社生活でも個人の生活でも地球環境を守っていく”を合い言葉に、活

動を展開します。

2000年9 月

環境担当役員　　豊則　有擴代表取締役社長　内田　　勲
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環境マネジメントシステム�

環境マネジメントシステム�1

■環境方針

1）環境意識の育成

「環境マネジメント基本規程（環境社規）」および「環境方針」を教育・

啓発活動により全社員に周知し、地球環境保全の意識を育成

します。また、社員が地域などで身近に取り組める環境保全活動へ

の参加を積極的に支援することにより環境意識の高揚を図ります。

2）環境マネジメントシステムの継続的改善

横河電機は、ISO 14001環境マネジメントシステムを実践する中で、

システムの継続的改善と環境パフォーマンスの継続的向上を図り、

地球環境保全に貢献します。

3）環境保全活動の実践

本社機能として、各サイトへの指示・支援等を充実し、環境保全活

動をグローバルに展開します。

横河電機の各サイトは、横河電機環境方針を遵守し、環境方針

および目的・目標を制定し、具体的な環境保全活動を実践します。

実施状況は、内部および外部による環境監査により定期的に評価し、

継続的な改善を進め環境汚染の予防に努めます。

YOKOGAWAグループの環境マネジメントシステムは、ISO 14001の国際規格に適合して構築・
運営されています。すなわちYOKOGAWAグループの企業理念のもとに環境理念、環境方針を定め、
各サイトごとに定められた環境管理マニュアル、環境実務規定、作業手順に従って、設計・調達・生産・
物流・販売・サービスの場で資源循環型社会の実現に向けた地球環境保全活動に積極的に取り組んで
います。

目的・目標の中には下記の事項を考慮します。

●法規制および社会的約束の遵守

●地球環境保全に配慮した製品の開発・生産・販売およびサービス

●廃棄物の削減とリサイクルの促進によるゼロエミッションを目指

した活動

●資源・エネルギー使用量の削減（地球温暖化ガスの削減）

●地域社会との共生

4）環境保全事業活動

環境調和型製品とソリューションの提供を通して、豊かな地球環境

保全事業活動を展開します。

5）情報の開示

横河電機環境方針は社外に開示します。

環境理念・環境方針�2

YOKOGAWAグループは、かけがえのない地球の環境保全が人類共通の最重要課題
であることを認識し、企業活動のあらゆる面で地球環境保全に配慮して行動します。
また、すべての企業活動と一人ひとりの行動を通して、地域社会との共生を基本とした
地球環境保全活動を推進し、循環型社会の実現のため環境保全活動の究極のゴール
としてゼロエミッションを目指します。そのために、環境マネジメントシステムの国際
規格ISO 14001に適合した環境マネジメントシステムをグローバルに構築し、
実践し、実効を挙げ、さらに継続的改善を図ります。

循環型社会�
�（ゼロエミッション）�

�
地域社会との共生�

企業理念�
�

環境理念�
�

環境方針�

環境計画�
（PLAN）�

�
実施および運用�
（DO）�
�

点検および是正�
（CHECK）�

�

経営層による見直し�
（ACTION）�

�

継続的環境改善�

環境理念
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グリーン�
調達� グリーン�

物流�

ソリューション提案�

環境調和型製品�

グリーン�
ソリューション�

グリーン設計�

グリーン生産�

YOKOGAWAグループ�

資源�
・�

エネルギー�

環境マネジメントシステム�

循環型企業�

省エネ・省資源　　ゼロエミッション�

お客様�

環境リクエスト

環
境
ニ
ー
ズ

情報開示�
�

グリーン工場・オフィス�

地域社会�

�

土　壌�

大　気�

水�

省エネ�
省資源�

大気・水質保全�

■地球環境保全活動のコンセプト

グリーン生産�

RECYCLE�
再資源化�

製　品�
お 客 様�

廃棄物のゼロエミッション�

部品/材料選別�

事
業
活
動�

資
源
の
回
収
、リ
サ
イ
ク
ル�

解 体・分 別�

資源�
・�

エネルギー�
グリーン�
調達�

加　工� 組　立� 物　流�

RENEWAL�
製品再生�

REUSE�
再使用�

REFUSE�
ゴミは買わない�

REDUCE�
廃棄物量減量� 廃製品�

■資源循環システム
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環境マネジメントシステム�

体制と責任�3

環境担当役員は社長に直結し、環境保全活動にかかわる事項に

ついて社長を代行します。

環境担当役員は、実務を担当する全社環境管理責任者を任命

します。

環境担当役員および全社環境管理責任者は、環境マネジメント

システムを効率よく運用するためにその有効性を評価し、全社的な

立場で企画・調整・統括する責任を持ちます。

1995年10月に設置された「横河電機地球環境委員会」は環境保全活動全般についての全社的な
方針の決定と指示、サイト間調整、下部機関ワーキンググループへの諮問、取締役会への報告事項の
承認などの機能を持った横断的な組織です。環境保全の活動計画は、この全社的な環境方針に基づい
て各サイトで策定され、取り組み活動を推進します。
YOKOGAWAグループの環境保全活動は一部の専任部門が行うものではなく、あくまでも社員一人
ひとりが環境保全への明確な意思を持ちながら自ら取り組むものです。

環境目標�4

環境保全活動の目標設定にあたっては、環境方針を基にそれぞれの事業活動で発生する環境負荷を
把握して環境影響を評価し、環境負荷を低減するため中長期的に目指す目的および単年度における
各サイトごとの目標を設定します。

■環境管理組織

取締役会�

社長�

環境担当役員�

全社環境管理責任者�

横河電機地球環境委員会�

委員長：環境担当役員�

地球環境推進室� YOKOGAWAグループ共通の各種ワーキンググループ�

各種分科会�

各種分科会�

各種分科会�

本社工場地球環境委員会�
委員長：本社工場環境管理責任者�

甲府事業所地球環境委員会�
委員長：甲府事業所環境管理責任者�

YOKOGAWAグループ各社地球環境委員会�
委員長：各社で決定�

本社工場環境担当役員�
本社工場環境管理責任者�

甲府事業所環境担当役員�
甲府事業所環境管理責任者�

YOKOGAWAグループ各社環境担当役員�
YOKOGAWAグループ各社環境管理責任者�

各サイト環境担当役員および環境管理責任者は、組織を定め

パフォーマンスの向上を図ると共に、潜在的な環境リスクを管理し

社内経営資源と外部環境への被害を予防します。

そのため、全社的な環境方針のもとでサイト特有の要素を盛り込み、

サイト環境方針を策定し環境保全活動を実行します。

本社の地球環境推進室は、YOKOGAWAグループの地球環境保全

活動を支援するため各サイトの内部監査員の教育、環境法令情報・

ノウハウの提供およびグループ間の相互啓発を行なっています。

まず環境負荷の現状把握のため物質収支とエネルギー収支を統合して、投入と排出を一覧的に把握した環境負荷収支（エコバランス）を

作成しました。

今後はこのエコバランスを活用し、定量的に環境改善を評価する「環境効率性」へと発展させてまいります。
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■1999年度の取組みと2000年度の目標

各サイト独自の条件に即応できるように、サイトごとに独自の環境影響評価により達成目標の設定を行なってきました。

1999年度の目標と実績、2000年度の目標の主な共通項目を集約すると以下の通りです。

（省エネルギー、廃棄物の削減、紙使用量の削減の3項目は9サイトの各種原単位の目標・実績を絶対値換算で集計したものです。）

■1999年度の取り組みと2000年度の目標�

＊昨年の環境報告書において、1999年度エネルギーCO2排出量の目標をC（炭素）換算ベースの数値で記載していましたが、電気事業連合会の公表データが�
 CO2（二酸化炭素）換算ベースに変更されたことに伴い、目標及び実績をCO2換算ベース数値に変更しました。�

環境調和型製品の開発�

省エネルギー�

廃棄物の削減（リサイクル分を除く）�

紙使用量の削減�

紙ごみのリサイクル（本社工場）�

有害物質の代替化�

項目� 取り組み内容� 1999年度目標� 1999年度実績� 2000年度目標�

環境製品設計アセスメント基準を適用、�
実施し改善する�

エネルギーCO2排出量削減（1991年度比）�

廃棄物量の削減（1995年度比）�

紙の使用量削減（1996年度比）�

紙ごみのリサイクル率�

トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン削減�

HCFC削減�

環境調和型製品の設計ルールの充実�

外作加工業者に対する�
環境保全指導拡大�

各部署1機種の改善設計を実施�

7.4％削減�

50.2%削減�

18.6%削減�

85%

温水洗浄機9ライン投入�

代替洗浄機2ライン確立�

部品の有害物質調査と�
データベース化�

LCAデータベース化�

8社へ指導実施�

11機種�

9.4%削減�

51.6%削減�

27.1%削減�

96.7%

9ライン投入�

3ライン確立�

データベース化実施�

LCA基準制定�

グリーン調達� グリーン調達活動推進�
グリーン調達活動の継続維持�
グリーン調達ガイドライン作成�

環境製品設計アセスメント基準とLCAを適用する�
開発製品を明確にし、改善を実施する�

リサイクル設計手法を確立する�

10.4%削減�

64.0%削減�
（本社工場では2000年度中に埋立廃棄物ゼロを目標）�

30.0%削減�

（飽和点近くのため、目標設定なし）�

本社・甲府とも2000年度中に全廃�

HCFC増量抑制監視と削減施策の実施�

■エコバランス（年間使用量、排出量）

22
.1
 t

0.
7 
t

3.
1 
t

4.
7 
t

35
.1
 t

SOx
廃酸�
廃アルカリ�

工場�
排水�

生活�
排水�

埋立�
廃棄物�

焼却�
廃棄物� リサイクル�

1.
1 
t

NOx

3.
9 
t

CO2

4,
55
1 
t

30
5千
m
3

24
千
m
3

60
3 
t

34
3 
t

30
9 
t

3,
53
3 
t

排水処理�

62,589MWh

200万m3

196千m3

154千m3

開発�調達� 製造（加工、表面処理、組立）� 販売�
サービス�

HCFC資材�電力�

ガス�

石油�

水道水�

地下水�

●期間：1999年度／範囲：1頁記載の9サイト合計�

本社�
機能�

毒劇物�
特定�
化学物質�

有機則�
対象物質� その他�

29
.8
 t

鉛�
はんだ�

洗浄、めっき、塗装�

製品�

PRTR対象物質�

排水�排ガス� 廃棄物�

2,204億円�
148k

49
5 
t

紙�

ユーティリティ� 投入�

排出�

トリクロロエチレン�
テトラクロロエチレン�
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環境マネジメントシステム�

環境マネジメントシステム監査�5

1）内部監査

内部監査では、環境マネジメントシステムの機能維持・改善状況、

環境方針に基づいて設定された環境目的・目標が、そのプログラ

ムに従って確実に実行されていること、及び遵法事項の維持・管

理状況をそれぞれの職場においてパフォーマンスを確認します。

ISO 14001認証取得の各サイトではそれぞれ年間1回以上の内部

監査を行なってきました。

1999年度の本社工場､甲府事業所では監査レベルの向上を目的

に、チェックリストの全面改定を行ないました。チェックリストに自己

評価欄を設け各部署が事前に自己評価して監査に臨む体制をとっ

た結果、前年度に比べて指摘件数が大幅に減少しました。

環境マネジメントシステムの国際規格 ISO 14001の認証を取得した後、このISO 14001に基づき
内部環境マネジメントシステム監査（内部監査）を実施しています。この監査手順については、
ISO 14010～14012に準拠しており、その監査結果は環境担当役員に逐次報告を行ない、経営層
による定期的見直しの一要素に供されています。また、審査登録機関による外部定期審査も毎年実施
されています。

定期サーベイランス風景

2）内部監査員の養成研修

1996年から年4回定期的に開催している内部監査員の社内合宿

研修により、1999年度は115名が新たに内部監査員の資格を取

得しました。その結果1999年度末までに累計464名が内部監査

員の資格を取得しています。

また、1998年度以前取得の有資格者のレベルアップ再教育を行

なっています。

これらの研修の社内講師はＪＡＢ（日本適合性認定協会）認定の

環境マネジメントシステム審査員の資格保持者が当たっています。

3）外部機関の審査

認証取得後も、内部環境監査とは別に、ISO 14001の審査登録機関

（第三者審査機関）によって、年間1回以上のサーベイランスが実施

されます。さらに3年に1回の認証の更新審査が予定され、環境マネジ

メントシステムの維持・管理状況、継続的な改善状況などが審査

されます。

サーベイランス実施済みの各サイトは、それぞれ良い評価を受けて

います。

たとえば、

①環境影響の大きさに応じた実態に合った活動をしている。

②営業活動の環境側面を評価しグリーンソリューション提案の環境

資料の目標を設定・実施し、営業と環境を結び付けている。

③目的・目標の全テーマについて積極的に取り組み全部署で全員

参加で達成している。

④LCAのデータベース、製品環境アセスメント基準が効果的に運

用されつつある。

⑤内部監査チェックリストの自己評価の活用と内部監査員のレベル

アップ教育。

など。

本社工場�

甲府事業所�

1998年度� 1999年度�

157�

97

部署数�

38�

12

69�

51

指摘件数�

■内部監査での指摘件数�

チェックリストの例
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4）統合認証

横河ファインテック（株）は、1998年2月ISO 14001認証を取得した

旧横河電機（株）小峰工場を中心に横河メック（株）、横河メカトロ

ニクス（株）を統合して同年10月に創立されました。2000年2月の

定期サーベイランスでは、統合された小峰第1工場、小峰第2工場、

八王子工場、山梨工場を包括する認証範囲拡大審査を受け、統合

認証を取得しました。



コミュニケーション�6

より多くの方々に環境に対する取り組みへのご理解をいただくために、情報の開示を環境方針の柱の
ひとつとし、積極的なコミュニケーション活動を行なっています。

　　　　　　ホームページ「横河電機の環境保全活動」
　和文　http://www.yokogawa.co.jp/Environment/
　英文　http://www.yokogawa.co.jp/Environment/index_e.htm

①社外へのコミュニケーションツール

社外へのコミュニケーションツールとしては、紙媒体の環境報告書

（日本語のみ）と電子媒体の「環境保全活動」ホームページ（日本語

と英語）があります。ホームページは、環境活動の骨子、カレント・

トピックスおよび前年度までの環境報告書（PDFファイル）から構成

されています。

②社内へのコミュニケーションツール

ISO 14001認証取得活動が始まった1997年4月より、社員全員配布

の広報キャンペーン誌「グリーンタイムズ（地球をまもろうよ）」を

創刊、1999年5月まで続けました。その後、ペーパーレス化時代の

流れに合わせて、社内コミュニケーション・教育啓発はイントラネットに

移行しました。

③アンケート、ご意見・苦情対応

環境に対するお問い合わせやご意見・ご提案・アンケートには

地球環境推進室が窓口になって対応し、その結果を記録保管して

います。また近隣からの苦情などについては総務部門が窓口になり

関連部署と連携して対応を図っています。

1999年度本社工場の苦情は、例年にない特徴として新本館建設後

の旧工場解体に伴う騒音・振動に対して8件の問い合わせがあり

ましたが、これらはすべて迅速に対応し解決しました。

環境教育�7

　　　　　　　内容�

職場の環境活動目標、活動への取り組み�

環境に著しい影響を生じる可能性の有る�

作業についての手順書に基づいた教育・訓練�

■地球環境推進室が主催する教育�

　　　　名称�

環境基本教育�

管理職環境教育�

環境専門教育�

内部環境監査員養成教育�

�

機関関係者教育�

　対象者�

全員�

管理職�

関係者�

監査員候補者�

�

職場担当者�

　　　　　　　内容�

地球環境問題、省エネ、省資源等基本的事柄�

環境問題と法規制の動向、自社の取り組み�

ＬCA設計などテーマ別に設定�

環境問題概要、環境マネジメントシステム、�

法規制、監査演習�

職場での環境保全活動の実務�

■各職場での教育訓練�

　 名称�

職場環境教育�

職場特有教育�

　　　対象者�

各職場メンバー全員�

特定作業の従事者全員�

社員一人ひとりが自らの立場を認識、自覚しながら環境保全活動に取り組んでいくように、環境教育を
体系的・継続的に行なっています。

環境教育は「地球環境推進室が主催する教育」と各職場の作業

実態に合わせた「各職場での教育訓練」に大別されます。

これらとは別にYOKOGAWAグループの環境啓発活動として、テクノ

フェアー（技術開発本部主催）とLETS活動の地球環境保全カテ

ゴリー大会（品質保証部主催）があります。

テクノフェアーでは環境ビジネス概論からVOC（揮発性有機化合

物）など最先端各種測定技術の紹介などがありました。

地球環境保全カテゴリー大会の最優秀発表テーマは「電力監視

システムの開発と省エネの実践」でした。

また、環境月間には個人･団体表彰や環境専門教育の一環として環

境先進企業から講師を招いての他社事例講演会を行いました。

このほか、家庭における省エネ、省資源、分別回収や環境ボランティア

への参加呼掛けなど、いろいろな場面で「環境」に目を向け、行動

できるようサポートしています。

他社事例講演会
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